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第 1問  
 喫煙者 K 氏と嫌煙者 N 氏の 2 人で構成される社会を考える。K 氏の喫煙本数を n（≧0）と

したとき，K 氏が支払うタバコの総費用は  ，K 氏の受ける限界便益は b/n ，K 氏の喫

煙によって N 氏の被る総費用は で表される。このとき以下の設問に答えなさい。 

① K 氏にとってのタバコの限界費用を書きなさい。（5 点） 
② K 氏の喫煙によって N 氏の被る限界費用を書きなさい。（5 点） 
③ 市場均衡における n は何本か。（5 点） 
④ 社会全体を考慮した最適な n は何本か。（5 点） 
⑤ タバコに対して t×100%の間接税を課すと，消費者価格が変化して市場均衡が変化する。

上記④の最適な n を実現するためには t をいくつに設定すればよいか。（5 点） 
 

第 2問  
 可処分所得の x×100%（0<x<1）が消費され，政府支出の乗数効果が m だとする。消費以

外の総需要項目が変化しないものとして，以下の設問について m を用いて答えなさい。 
① x はいくつか。（5 点） 
② このとき減税の乗数効果はいくつか。（5 点） 
③ 政府支出をすべて増税で賄う場合，乗数効果はいくつになるか。（5 点） 
④ 政府支出の半分を増税で賄い，残りの半分は国債発行で賄った場合，乗数効果はいくつ

になるか。（10 点） 
 

第 3問  
 保険の役割に関して，以下の設問に答えなさい。 

① 保険が効率性を改善することを図示して説明しなさい。（15 点） 
② 同様の図を描いて，景気安定化機能と保険の類似性について説明しなさい。（10 点） 
 

第 4問  
 投票行動に関して，以下の設問に答えなさい。 

① 投票のパラドックスが生じる状況を数値例により説明しなさい。（10 点） 
② 上記①の例で投票のパラドックスが解消される状況について，上記の数値例を修正して説

明しなさい。（15 点） 


